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広
町
緑
地
の
キ
リ

文
　
　
小
林
千
穂

写
真
　
松
原
省
吾

　
鎌
倉
広
町
緑
地
の
南
に
あ
る

キ
リ
の
大
木
は
、
５
月
に
な
る

と
空
に
向
か
っ
て
薄
紫
色
の
花

を
い
っ
ぱ
い
に
つ
け
る
。

　
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
の
高
さ
約

10
ｍ
の
落
葉
高
木
で
、
初
夏
に

葉
に
先
だ
っ
て
枝
の
先
端
に
円

錐
花
序
を
出
し
、
筒
状
鐘
形
で

長
さ
５
、６
㎝
の
花
を
下
向
き

に
開
く
。
葉
は
ハ
ー
ト
形
で
長

さ
15
〜
30
㎝
と
大
き
い
。

　
キ
リ
は
古
い
時
代
に
中
国
に

広
が
り
、
朝
鮮
を
経
由
し
て
日

本
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
さ
れ

る
。
瑞
祥
木
と
し
て
尊
ば
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
木
に
鳳

凰
が
棲
む
と
い
う
中
国
の
思
想

に
由
来
し
て
い
る
。

　
キ
リ
の
語
源
は
、キ
リ
（
伐
・

切
・
剪
）
で
、
成
長
が
早
く
、

切
る
と
す
ぐ
に
芽
を
出
う
こ
と

か
ら
。
材
は
白
く
て
木
目
が
美

し
く
細
か
く
軽
い
の
で
、
タ
ン

ス
、
琴
、
下
駄

な
ど
に
重
宝

さ
れ
る
。

　
広
町
緑
地

の
キ
リ
の
観

賞
は
、
江
ノ

電
「
鎌
倉
高

校
前
」
下
車
、

徒
歩
７
、８
分

の
七
里
ガ
浜

入
口
か
ら
入

る
と
近
い
。

鎌
倉
木き

樹ぎ

め
ぐ
り　
②

輪
列
の
一
部
を
再
現
し
た
レ

プ
リ
カ
な
ど
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。
眼
下
に
は
逗
子

湾
か
ら
江
の
島
や
富
士
山
を

遠
望
す
る
雄
大
な
景
色
が
広

が
り
、
こ
の
地
を
選
ん
だ

１
６
０
０
年
前
の
先
人
へ
思

い
を
馳
せ
て
い
た
。

東
家
さ
ん
の
古
墳
に
対
す

る
強
い
思
い
を
受
け
継
ぎ
、

四
半
世
紀
に
わ
た
り
パ
ト

ロ
ー
ル
や
市
民
へ
の
講
演
会

な
ど
を
行
っ
て
き
た「
長
柄
・

桜
山
古
墳
を
ま
も
る
会
」（
会

員
60
人
）
の
濱は

ま
野の

八や

十そ

一か
ず

会
長
（
80
）
は
「
地
元
の
宝

が
後
世
に
続
く
よ
う
一
人
で

も
多
く
の
方
に
見
に
来
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
か
け
る
。

同
古
墳
群
へ
の
ア
ク
セ
ス

は
徒
歩
の
み
。
蘆
花
記
念
公

園
や
桜
山
ト
ン
ネ
ル
脇
（
葉

山
側
）
の
階
段
を
上
る
ル
ー

ト
や
、逗
子
駅
か
ら
「
葉
桜
」

行
き
バ
ス
終
点
で
下
車
し
徒

歩
６
分
の
葉
桜
住
宅
西
端
の

登
り
口
か
ら
５
分
ほ
ど
階
段

を
上
る
ル
ー
ト
も
。
付
近
に

駐
車
場
は
な
く
、
墳
墓
で
あ

る
こ
と
か
ら
ト
イ
レ
や
ご
み

箱
も
な
い
。
　
　
　
　（
Ｋ
）

逗
子
市
と
葉
山
町
の
境
界

に
位
置
す
る
県
内
最
大
級
の

前
方
後
円
墳
で
国
指
定
史
跡

の
「
長
柄
桜
山
古
墳
群
」
の

第
１
号
墳
の
整
備
が
３
月
に

完
了
し
た
。
４
月
20
日
に
両

市
町
に
よ
る
現
地
で
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
催

さ
れ
、
行
政
関
係
者
や
地
元

住
民
ら
約
１
８
０
人
が
集

ま
っ
た
。

古
墳
時
代
前
期
（
４
世
紀

後
半
）
築
造
の
同
古
墳
群

は
、
葉
山
在
住
の
考
古
学
愛

好
家
・
故
東と

う
家や

洋
之
助
さ
ん

に
よ
り
１
９
９
９
年
に
１
号

墳
（
全
長
91
・
３
ｍ
）
が
発

見
さ
れ
、
そ
の
後
見
つ
か
っ

た
２
号
墳
（
全
長
88
ｍ
）
と

と
も
に
２
０
０
２
年
に
国
の

史
跡
に
指
定
。

比
較
的
良
好
な
保
存
状

態
の
２
号
墳
に
比
べ
、
表

土
の
流
出
で
埴
輪
の
露
出

神
奈
川
県
立

深
沢
高
等
学
校
が

２
０
２
５
年
度
入
試

か
ら
募
集
停
止
に
な

る
こ
と
を
今
春
知

り
ま
し
た
▼
２
０
２
３
年
の

出
生
数
が
過
去
最
少
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
は
耳
に
し
て
い
ま

し
た
が
、
学
校
が
統
廃
合
す

る
こ
と
を
耳
に
す
る
と
、
改

め
て
「
少
子
化
」
を
認
識
さ

せ
ら
れ
ま
す
▼
市
内
に
あ
る

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
も
、

選
手
を
揃
え
る
こ
と
に
頭
を

抱
え
て
い
て
、
存
続
の
危
機

に
あ
る
団
体
も
あ
る
と
聞
い

て
い
ま
す
▼
市
内
の
小
学
校

で
も
「
学
年
に
１
ク
ラ
ス
し

か
な
い
」
と
い
う
と
こ
ろ
も

あ
り
、「
今
後
、
こ
の
地
域
は

ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
」

と
い
う
話
題
も
出
て
き
て
い

ま
す
▼
鎌
倉
だ
け
の
問
題
で

は
な
い
の
で
す
が
、
少
し
驚

き
と
寂
し
さ
、
そ
し
て
先
送

り
に
し
て
い
た
課
題
が
目
の

前
に
迫
っ
て
き
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。   

　
　（
Ｎ
）

　
▼
菖
蒲
祭
　
５
日
13
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
。
無
病
息
災
な

ど
祈
願
。

　
▼
草く

さ

鹿じ
し
神
事
　 

５
日
13
時
、

鎌
倉
宮
。
古
式
の
装
束
の
射

手
が
、鹿
の
形
の
的
を
射
る
。

　
▼
清
正
公
大
祭
　
５
日
９

時
半
、
妙
法
寺
。

　
▼
春
の
み
ど
り
と
花
の
ま

つ
り
　
４
・
５
日
10
〜
15
時
、

長
久
保
公
園
。

　
▼
腰
越
漁
協
み
な
と
ま
つ

り
　
12
日
９
時
、
開
催
式
。

腰
越
漁
協
。

   

▼
慈
善
茶
会
　
18
日
８
時

半
〜
16
時
、
鎌
倉
大
仏
殿
高

徳
院
。

　
▼
徳
崇
大
権
現
会
・
大
般

若
経
転
読
会
　
22
日
13
時
、

宝
戒
寺
。
北
条
一
族
の
慰
霊

供
養
。

　
▼
白
旗
神
社
例
祭
　
28
日

10
時
、
鶴
岡
八
幡
宮
境
内
の

白
旗
神
社
。

　
▼
茶
筅
供
養
　
28
日
10
時

半
、事
前
予
約
制
。
建
長
寺
。

　
▼
第
67
回
逗
子
海
岸
花
火

大
会
　
30
日
19
時
半
。

５月

な
ど
が
見
ら
れ
た

１
号
墳
の
保
全
に

向
け
２
０
０
６
年

度
か
ら
発
掘
調
査

が
開
始
さ
れ
、
14

年
か
ら
は
古
墳
の

形
を
保
ち
な
が
ら

強
度
を
高
め
る
特

殊
な
工
法
を
用
い

て
完
成
に
10
年
を

費
や
し
た
。
標
高

１
２
０
ｍ
で
の
難
工
事
の
費

用
約
２
億
３
千
万
円
は
、
国

が
半
分
、
県
が
３
分
の
１
、

残
り
を
逗
子
市
と
葉
山
町
が

担
っ
た
。

市
長
町
長
の
祝
辞
、
来

賓
を
迎
え
た
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

の
後
、
担
当
職
員
に
よ
る
解

説
が
行
わ
れ
た
。
後
円
部
に

上
っ
た
見
学
者
た
ち
は
、
地

下
１
・
５
ｍ
に
木
棺
が
あ
っ

た
と
見
ら
れ
る
埋
葬
施
設

や
、
周
り
を
囲
む
円
形
の
埴

古
代
へ
の
ロ
マ
ン
誘
う
逗
葉
の
宝

ト
マ
ト
や
パ
プ
リ
カ
、
葉

物
な
ど
湘
南
サ
ラ
ダ
ブ
ラ
ン

ド
の
野
菜
を
生
産
・
販
売
し

て
い
る
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド

湘
南
農
場
に
イ
チ
ゴ
の
栽

培
施
設
「
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
・

フ
ィ
ー
ル
ズ
・
フ
ォ
ー
エ

バ
ー
」
が
完
成
し
、
今
年
１

月
か
ら
イ
チ
ゴ
狩
り
を
行
っ

て
い
る
。
藤
沢
北
西
部
の
静

か
で
自
然
豊
か
な
環
境
で
楽

し
め
る
と
し
て
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
の
家
族
連
れ

や
、
若
い
カ
ッ
プ
ル
に
も
人

気
が
あ
る
。

３
千
㎡
の
イ
チ
ゴ
温
室
に

は
、
10
種
類
の
ブ
ラ
ン
ド
イ

チ
ゴ
２
万
３
千
株
が
植
え
付

け
ら
れ
、
様
々
な
種
類
の
イ

チ
ゴ
を
味
わ
え
る
。
イ
チ
ゴ

は
地
上
か
ら
一
定
の
高
さ
に

設
置
さ
れ
た
容
器
（
ガ
タ
ー
）

に
植
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、

通
路
の
幅
が
広
く
、
ベ
ビ
ー

カ
ー
や
車
い
す

も
利
用
で
き
る
。

そ
し
て
、
国
際

基
準
グ
ロ
ー
バ
ル

ギ
ャ
ッ
プ
の
認
証

を
受
け
た
同
農
園

が
、
最
新
鋭
の
栽

培
設
備
・
技
術
で

丹
念
に
生
育
し
た

イ
チ
ゴ
は
「
安
心
安
全
」
で

あ
る
こ
と
が
な
に
よ
り
。

農
場
で
は
、
イ
チ
ゴ
狩
り

の
ほ
か
、
パ
プ
リ
カ
や
ト
マ

ト
・
キ
ュ
ウ
リ
の
生
産
販
売

や
、
近
隣
農
家
か
ら
届
く
新

鮮
野
菜
の
販
売
を
行
っ
て
お

り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン

も
併
設
し
、
施
設
全
体
の
総
称

を
「
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
ア

グ
リ
タ
ウ
ン
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
温
室
を
建
設
し
た
ト

ミ
タ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
新

ら
た
に
最
先
端
の
ア
グ
リ
ビ

ジ
ネ
ス
を
学
べ
る
研
修
セ
ン

タ
ー
棟
を
建
設
し
、「
湘
南

ホ
ー
テ
ィ
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と

し
て
４
月
11
日
に
お
披
露
目

会
を
行
っ
た
。

イ
チ
ゴ
狩
り
は
12
月
か

ら
５
月
上
旬
ま
で
。
予
約
は

「
じ
ゃ
ら
ん
」
の
サ
イ
ト
で
。

藤
沢
市
打
戻
大
下
19
番
２

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド

埴輪レプリカのある墳頂部から相模湾を望む

農
産
物
の
販
売
や
研
修
施
設
も

藤
沢
に
い
ち
ご
狩
り
農
園

　
空
か
ら
見
た
長
柄
桜
山
古
墳
群
第
１
号
墳
全
景

　

＝
写
真
は
逗
子
市
提
供

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
湘
南
農
場
の
イ
チ
ゴ
温
室

長
柄
桜
山
古
墳
群
第
１
号
墳
の
整
備
完
了


